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(57)【要約】
　本開示は、内視鏡の照明源が使用中である（患者の体
の内側にある）、又は、使用中ではない（患者の体の外
側にある）かどうかを検出する方法、システム及びコン
ピュータプログラム製品まで及ぶ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御する方法であって、
　電気通信信号を指定の間隔にて撮像デバイス制御装置から光源制御装置に送ることと、
　前記電気通信信号に基づいて所定のサンプル期間にわたって光源をオフにすることと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームのためのデータを画像センサか
ら収集することであって、前記データは、前記画像センサによって受光された周囲光の量
に関する、ことと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される前記単一のフレームを指定の所定の閾値に照ら
して分析することと、
　前記画像センサから受信された前記データに基づいて前記光源の動作を制御することと
、を含む、方法。
【請求項２】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定された場合
、前記光源は、使用中であり、かつ、光不足の環境にあると認識される、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定されたとき
に、前記光源は、動作可能な状態のままであって、それによって光を前記光不足の環境に
供給する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定された場合
、前記光源は、使用中ではなく、かつ、光不足の環境の外側にあると認識される、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記光源は、オフにされ、それによって、前記光源への電力を制御する安全機構部を提
供する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記オフにされた状態は、前記光源の完全な電源切断である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記オフにされた状態は、前記光源への電力の低減である、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記光源は、オンにされ、前記光強度は、安全なレベルに低減される、請求項４に記載
の方法。
【請求項９】
　前記方法は、第２の単一のフレームに関して前記画像センサから受信されたデータが前
記所定の閾値を上回るか又は下回るかを判定するために第２の間隔にてサンプリングする
ことを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源がオフにさ
れるためのものである、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記撮像デバイス制御装置は、前記光源制御装置と通信して、前記光源がオフであるこ
とがわかる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　指定の間隔にて、前記撮像デバイスは、前記単一のフレームを捕捉して、前記所定の閾
値に照らして前記光レベルを分析する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記閾値は、前記画像センサによって受光された全ての光の量である、請求項１２に記
載の方法。
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【請求項１４】
　前記閾値は、画素当たりに受光された光の量の平均である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記光源が使用中ではないと判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オフのま
まであるために前記光源制御装置と通信する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記光源が使用中であると判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オンになる
ために前記光源制御装置と通信する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　前記光源がオンにされると、新しいパターンが始まり、所定の指定の間隔にて前記光源
が所定のサンプル期間にわたってオフにされ、前記撮像デバイスは、単一のフレームを捕
捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前記撮像デ
バイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デバイス制
御装置は、オンになるために前記光源制御装置と通信する、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前記画像デ
バイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると認識して
、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、
請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記光源は、パルス光システムである、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　前記パルス光システム内の前記光は、レーザ光から取得される、請求項２０に記載の方
法。
【請求項２２】
　前記パルス光システム内の前記光は、１つ又は２つ以上の発光ダイオードから取得され
る、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　前記パルス光システム内の前記光は、様々な特定の色を含む、請求項２０に記載の方法
。
【請求項２４】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定された場合
、前記光源は、使用中ではなく、かつ、光不足の環境の外側にあると認識される、請求項
２３に記載の方法。
【請求項２５】
　光出力は、低輝度レベルにてパルス白色光に変えられる、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記光源は、一定光システムである、請求項１に記載の方法。
【請求項２７】
　データがサンプリングされる前記間隔の頻度は、使用中の状態中において、使用中では
ない状態中とは異なる、請求項２に記載の方法。
【請求項２８】
　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源がオンにさ
れるためのものである、請求項１に記載の方法。
【請求項２９】
　所定の指定の間隔にて、前記撮像デバイス制御装置は、所定のサンプル期間にわたって
前記光源をオフにするために前記光源制御装置と通信し、前記撮像デバイスは、単一のフ
レームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、請求項２８に記
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載の方法。
【請求項３０】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前記撮像デ
バイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デバイス制
御装置は、デフォルトオンモードに戻るために前記光源制御装置と通信する、請求項２９
に記載の方法。
【請求項３１】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前記画像デ
バイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると認識して
、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、
請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの現状に関する情報を
提供する、請求項１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記情報は、視覚的に提供される、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記情報は、聞き取れるように提供される、請求項３２に記載の方法。
【請求項３５】
　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの前記状態の変化に関
する情報を提供する、請求項１に記載の方法。
【請求項３６】
　前記情報は、視覚的に提供される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記情報は、聞き取れるように提供される、請求項３５に記載の方法。
【請求項３８】
　光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御するシステムであって、
　撮像デバイス制御装置を含む撮像デバイスと、
　光源制御装置を含む光源と、
　画像センサと、を備え、
　前記撮像デバイス制御装置は、前記システムに前記以下のプロセス、即ち、
　電気通信信号を指定の間隔にて光源制御装置に送ることと、
　前記電気通信信号に基づいて所定のサンプル期間にわたって前記光源をオフにすること
と、
　前記所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームのためのデータを前記画像セン
サから収集することであって、前記データは、前記画像センサによって受光された周囲光
の量に関する、ことと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される前記単一のフレームを指定の所定の閾値に照ら
して分析することと、
　前記画像センサから受信された前記データに基づいて前記光源の動作を制御することと
、を実行させる、システム。
【請求項３９】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定された場合
、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中であり、かつ、光不足の環境に
あると認識される、請求項３８に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定されたとき
に、前記光源は、動作可能な状態のままであって、それによって光を前記光不足の環境に
提供する、請求項３９に記載のシステム。
【請求項４１】
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　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定された場合
、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中ではなく、かつ、光不足の環境
の外側にあると認識される、請求項３８に記載のシステム。
【請求項４２】
　前記光源は、オフにされ、それによって、前記光源への電力を制御する安全機構部を提
供する、請求項４１に記載のシステム。
【請求項４３】
　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源がオンにさ
れるためのものである、請求項３８に記載のシステム。
【請求項４４】
　所定の指定の間隔にて、前記撮像デバイス制御装置は、所定のサンプル期間にわたって
前記光源をオフにするために前記光源制御装置と通信し、前記撮像デバイスは、単一のフ
レームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、請求項４３に記
載のシステム。
【請求項４５】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前記撮像デ
バイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デバイス制
御装置は、デフォルトオンモードに戻るために前記光源制御装置と通信する、請求項４４
に記載のシステム。
【請求項４６】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前記画像デ
バイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると認識して
、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、
請求項４４に記載のシステム。
【請求項４７】
　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源がオフにさ
れるためのものである、請求項３８に記載のシステム。
【請求項４８】
　前記撮像デバイス制御装置は、前記光源制御装置と通信して、前記光源がオフであるこ
とがわかる、請求項４７に記載のシステム。
【請求項４９】
　指定の間隔にて、前記撮像デバイスは、前記単一のフレームを捕捉して、前記所定の閾
値に照らして前記光レベルを分析する、請求項４８に記載のシステム。
【請求項５０】
　前記閾値は、前記画像センサによって受光された全ての光の量である、請求項４９に記
載のシステム。
【請求項５１】
　前記閾値は、画素当たりに受光された光の量の平均である、請求項４９に記載のシステ
ム。
【請求項５２】
　前記光源が使用中ではないと判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オフのま
まであるために前記光源制御装置と通信する、請求項４７に記載のシステム。
【請求項５３】
　前記光源が使用中であると判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オンになる
ために前記光源制御装置と通信する、請求項４７に記載のシステム。
【請求項５４】
　前記光源がオンにされると、新しいパターンが始まり、所定の指定の間隔にて前記光源
が所定のサンプル期間にわたってオフにされ、前記撮像デバイスは、単一のフレームを捕
捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、請求項５３に記載のシステ
ム。
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【請求項５５】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前記撮像デ
バイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デバイス制
御装置は、オンになるために前記光源制御装置と通信する、請求項５４に記載のシステム
。
【請求項５６】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前記画像デ
バイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると認識して
、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、
請求項５４に記載のシステム。
【請求項５７】
　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの現状に関する情報を
提供する、請求項３８に記載のシステム。
【請求項５８】
　前記情報は、視覚的に提供される、請求項５７に記載のシステム。
【請求項５９】
　前記情報は、聞き取れるように提供される、請求項５７に記載のシステム。
【請求項６０】
　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの前記状態の変化に関
する情報を提供する、請求項３８に記載のシステム。
【請求項６１】
　前記情報は、視覚的に提供される、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６２】
　前記情報は、聞き取れるように提供される、請求項６０に記載のシステム。
【請求項６３】
　光制御された環境において機械式シャッタを制御する方法であって、
　システムを提供することであって、前記システムは、
　　撮像デバイス制御装置を含む撮像デバイスと、
　　光源と、
　　画像センサと、
　　光路内に設置された機械式シャッタと、を含む、ことと、
　電気通信信号を指定の間隔にて前記制御装置から前記機械式シャッタに送ることと、
　前記機械式シャッタを閉じて、前記電気通信信号に基づいて所定のサンプル期間にわた
って光が通過することを防止することと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームのためのデータを前記画像セン
サから収集することであって、前記データは、前記画像センサによって受光された周囲光
の量に関する、ことと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される前記単一のフレームを指定の所定の閾値に照ら
して分析することと、
　前記画像センサから受信された前記データに基づいて前記機械式シャッタの動作を制御
することと、を含む、方法。
【請求項６４】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定された場合
、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中であり、かつ、光不足の環境に
あると認識される、請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定されたとき
に、前記シャッタは、開き、それによって光を前記光不足の環境に提供する、請求項６４
に記載の方法。
【請求項６６】
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　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定された場合
、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中ではなく、かつ、光不足の環境
の外側にあると認識される、請求項６３に記載の方法。
【請求項６７】
　前記シャッタは、閉鎖状態に保たれ、それによって、光が内視鏡の遠位端に到達するの
を制限する安全機構部を提供する、請求項６６に記載の方法。
【請求項６８】
　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの現状に関する情報を
提供する、請求項６３に記載の方法。
【請求項６９】
　前記情報は、視覚的に提供される、請求項６８に記載の方法。
【請求項７０】
　前記情報は、聞き取れるように提供される、請求項６８に記載の方法。
【請求項７１】
　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの前記状態の変化に関
する情報を提供する、請求項６３に記載の方法。
【請求項７２】
　前記情報は、視覚的に提供される、請求項７１に記載の方法。
【請求項７３】
　前記情報は、聞き取れるように提供される、請求項７１に記載の方法。
【請求項７４】
　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源がオンにさ
れるためのものである、請求項６３に記載の方法。
【請求項７５】
　所定の指定の間隔にて、前記撮像デバイス制御装置は、所定のサンプル期間にわたって
前記光源をオフにするために前記光源制御装置と通信し、前記撮像デバイスは、単一のフ
レームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、請求項７４に記
載の方法。
【請求項７６】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前記撮像デ
バイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デバイス制
御装置は、デフォルトオンモードに戻るために前記光源制御装置と通信する、請求項７５
に記載の方法。
【請求項７７】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前記画像デ
バイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると認識して
、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、
請求項７５に記載の方法。
【請求項７８】
　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源がオフにさ
れるためのものである、請求項６３に記載の方法。
【請求項７９】
　前記撮像デバイス制御装置は、前記光源制御装置と通信して、前記光源がオフであるこ
とがわかる、請求項７８に記載の方法。
【請求項８０】
　指定の間隔にて、前記撮像デバイスは、前記単一のフレームを捕捉して、前記所定の閾
値に照らして前記光レベルを分析する、請求項７９に記載の方法。
【請求項８１】
　前記閾値は、前記画像センサによって受光された全ての光の量である、請求項８０に記
載の方法。
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【請求項８２】
　前記閾値は、画素当たりに受光された光の量の平均である、請求項８０に記載の方法。
【請求項８３】
　前記光源が使用中ではないと判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オフのま
まであるために前記光源制御装置と通信する、請求項７８に記載の方法。
【請求項８４】
　前記光源が使用中であると判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オンになる
ために前記光源制御装置と通信する、請求項７８に記載の方法。
【請求項８５】
　前記光源がオンにされると、新しいパターンが始まり、所定の指定の間隔にて前記光源
が所定のサンプル期間にわたってオフにされ、前記撮像デバイスは、単一のフレームを捕
捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、請求項８４に記載の方法。
【請求項８６】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前記撮像デ
バイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デバイス制
御装置は、オンになるために前記光源制御装置と通信する、請求項８５に記載の方法。
【請求項８７】
　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前記画像デ
バイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると認識して
、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、
請求項８５に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　現行の低侵襲外科的処置は、手術部位の視覚化のために内視鏡を拠り所とする。関節鏡
検査、腹腔鏡検査、泌尿器科、婦人科及びＥＮＴ（耳、鼻及び咽喉）の専門領域では、剛
性内視鏡が、主として使用される。剛性内視鏡は、視覚化のために複数のガラスのレンズ
素子を含む内腔、及び、光源から手術部位まで光を送り込む光ファイバストランドのバン
ドルを含む外腔で構成される。
【０００２】
　従来の外科用光システムは、非常に非効率である。典型的には金属ハライド球、ハロゲ
ン球、キセノン球、又は、ＬＥＤ（発光ダイオード）であるライトエンジンから手術部位
まで光の９５パーセント超が失われる。第１の場所は、広い分散角度から光を収集して、
光ファイバ光ケーブルに透過するのに十分小さい直径を有するコリメートビームに集束す
るためにライトエンジンの前に設置された光学部品にある。第２の損失地点は、集束光学
部品及び上述した光ファイバ光ケーブルの接合部である。光ファイバ光ケーブルは、小さ
い光ファイバストランドの、典型的には５ミリメートルの直径を有するバンドルであり、
長さが１～３メートルである。第３の損失地点は、バルクファイバストランドの減衰率の
ためにファイババンドルの長さにわたってある。光ファイバ光ケーブルは、滅菌野におい
て光を光源から内視鏡まで透過する。第４の損失地点は、光ケーブルと内視鏡の近位端と
の間の接合部である。
【０００３】
　光透過経路内での喪失のため、光源は、有意な量の光を生成しなければならない。これ
によって、結果的に、特に接合点のそれぞれにて、及び、内視鏡の遠位先端にて、有意な
熱量が生成される。生成された熱は、特に内視鏡遠位先端にて、及び、光ケーブルと内視
鏡との間の接合部にて安全上のリスクを外科手術患者に発生させる可能性がある。この熱
は、内視鏡がうっかりして一定の時間にわたって患者に載置された場合、火傷が発生する
可能性があるようなものである。これは、全ての従来の光源に関する問題であり、毎年、
数件のそのような出来事が発生して、ＦＤＡ（食品医薬品局）に報告されている。
【図面の簡単な説明】
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【０００４】
　本開示の非制限的及び非網羅的な実行例を以下の図を参照して説明し、同様の参照番号
は、特に指定がない限り様々な図を通して同様の部品を指す。本開示の利点は、以下の説
明及び添付図面に関してより深く理解されるであろう。
【図１】１つの実行例による、光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御する
例示的な方法のフローチャートを例示する。
【図２】本明細書で説明するシステム及び方法に従う、光源が、存在する周囲光の量のた
めにオフにされる、患者の体など、光不足の環境の外側に位置する撮像デバイスを例示す
る。
【図３】本明細書で説明するシステム及び方法に従う、光源が、存在する周囲光の欠如の
ためにオンにされる、患者の体など、光不足の環境の外側に位置する撮像デバイスを例示
する。
【図４】一実行例による例示的な方法の光閾値及び比較チャートを例示する。
【図５】フレームが、本明細書で説明するシステム及び方法にしたがって分析のために捕
捉される、一定光システム及びパルス光システムにおける間隔を例示する。
【図６】一実行例による、光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御するシス
テムを例示する。
【図７Ａ】本開示の教示及び原理に従う、３次元画像を生成する複数の画素アレイを有す
るモノリシックセンサの実行例の、それぞれ、斜視図及び側面図を例示する。
【図７Ｂ】本開示の教示及び原理に従う、３次元画像を生成する複数の画素アレイを有す
るモノリシックセンサの実行例の、それぞれ、斜視図及び側面図を例示する。
【図８Ａ】１つの画素列と、関連の又は対応する回路列との間の電気的接続及び通信を示
す、画素アレイを形成する複数の画素列が第１の基板上に位置し、複数の回路コラムが第
２の基板上に位置する、複数の基材上に構築された画像センサの実行例の、それぞれ、斜
視図及び側面図を例示する。
【図８Ｂ】１つの画素列と、関連の又は対応する回路列との間の電気的接続及び通信を示
す、画素アレイを形成する複数の画素列が第１の基板上に位置し、複数の回路コラムが第
２の基板上に位置する、複数の基材上に構築された画像センサの実行例の、それぞれ、斜
視図及び側面図を例示する。
【図９Ａ】３次元画像を生成する複数の画素アレイを有する、この複数の画素アレイ及び
画像センサが、複数の基板上で構築される、画像センサの実行例の、それぞれ、斜視図及
び側面図を例示する。
【図９Ｂ】３次元画像を生成する複数の画素アレイを有する、この複数の画素アレイ及び
画像センサが、複数の基板上で構築される、画像センサの実行例の、それぞれ、斜視図及
び側面図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本開示は、内視鏡照明、又は、光源が使用中である（患者の体の内側にある）か、使用
中ではない（患者の体の外側にある）のかを検出する方法、システム及びコンピュータプ
ログラム製品にまで及ぶ。方法、システム及びコンピュータプログラム製品は、作業環境
が内視鏡及び構成部品によってのみ照明されるという事実を拠り所とする。したがって、
照明又は光源制御装置と外科用カメラなど撮像デバイスとの間の通信が必要とされる。本
開示以下の説明では、本明細書の一部を成し、かつ、本発明の実施形態が実践され得る特
定の実施形態が例示として示される添付図面を参照する。他の実施形態が利用され得、構
造上の変更が本発明の範囲から逸脱することなく行われ得ることが理解される。
【０００６】
　以下でより完全に説明するように、本開示は、作業環境が内視鏡及び構成部品によって
のみ照明される問題に対応する。したがって、照明又は光源制御装置と外科用カメラなど
撮像デバイスとの間の通信を提供する。照明又は光源がオフにされ、内視鏡が体の外側に
あるとき、センサが、周囲光を検出することになり、照明源制御装置は、内視鏡は体の外
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側にあるとアラートされ、これは、その後、照明源をオフ又は低い強度レベルに保ち得る
。逆に、照明源がオフにされ、内視鏡が体の内側にあるとき、センサは、光を検出しない
（又は、光の非常に低いレベルのみを検出する）。この論理に基づいて、カメラなどの撮
像デバイスが、特定の期間中に光がオフであるとわかった場合、その期間からのフレーム
を分析することができ、フレーム内で収集された光のレベルは、体の内側又は外側の内視
鏡の場所を示すことになる。
【０００７】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲で使用するとき、単数形「ａ」、「ａｎ」、及び、
「ｔｈｅ」は、前後の文脈によって明確な指定がない限り、複数の参照部分を含むことに
注意しなければならない。
【０００８】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（comprising）」、「包含する（including）」
、「含有する（containing）」、「によって特徴づけられる（characterized by）」及び
その文法上の均等物は、更なる、記載されていない要素又は方法のステップを除外しない
包括的、つまり、幅広い解釈ができる用語である。
【０００９】
　更に、適切な場合、本明細書で説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、デジタル構成部品、又はアナログ構成部品の１つ又は２つ以上において実行す
ることができる。例えば、１つ又は２つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）は、本
明細書で説明するシステム及び手順の１つ又は２つ以上を実行するようにプログラムする
ことができる。特定の用語が、特定のシステム構成部品を指すために以下の説明及び本開
示を通して使用される。当業者が認識することになるように、構成部品は、異なる名前に
よって指される場合がある。本文書は、名前が異なる構成部品を区別することを意図する
のではなく、機能が異なる構成部品を区別することを意図する。
【００１０】
　安全上及び電力消費上の理由から、必要とされるものは、いつ照明又は光源が使用中で
あるか、及び、いつ使用中ではないかを検出する方法及びシステムである。わかるように
、本開示は、効率的にかつ手際のよくこれを行うことができる方法及びシステムを提供す
る。
【００１１】
　各種の図をここで参照すると、本開示は、内視鏡が使用中である（患者の体の中にある
）か、又は、使用中ではない（患者の体の外側にある）ときに、照明源を操作する検出機
構部に関することが理解されよう。本開示は、作業環境が内視鏡及び構成部品によっての
み照明されるという事実を拠り所とする。したがって、照明又は光源制御装置と外科用カ
メラなど撮像デバイスとの間の通信が必要とされる。
【００１２】
　安全上の理由から、内視鏡が使用中ではない間は光源をオフにしておくことが好ましい
。これによって、例えば、ユーザが他のタスクを実行中にうっかりして内視鏡を患者に載
置したままにした場合に患者をやけどさせるリスクが除去される。毎年、従来の内視鏡映
像システムのそのような誤用から生じる患者やけどの事例が報告されている。
【００１３】
　光がオフされて内視鏡が体の外側にあるとき、センサは、周囲光を検出することになる
。逆に、光がオフされて内視鏡が体の内側のときに、センサは、光を検出しないことにな
る（又は、光の非常に低いレベルのみを検出することになる）。この論理に基づいて、カ
メラが特定の期間中に光がオフであるとわかった場合、その期間からのフレームを分析す
ることができ、フレーム内で収集された光のレベルは、内視鏡の場所を示すことになる。
【００１４】
　（体の内側又は外側の）内視鏡の場所がわかると、システムは、体の外側にある間に光
源をオフに保ち、内視鏡が使用のために体の中に入れられたときに限り光源をオンにする
ことができる。
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【００１５】
　あるいは、光源出力強度は、内視鏡が体の外側にある間に低い安全なレベルに低減し、
その後、体の内側にあり、かつ、使用中であるときに高いレベルに増大することができる
。この実行例は、有用性上の理由から好適であり得る。本明細書で説明するシステムに不
慣れなユーザは、内視鏡が使用中ではない間に光源が完全にオフである場合にはシステム
に関する機能的な問題を疑い得る。
【００１６】
　図１をここで参照すると、光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御する方
法が例示されている。図に例示するように、１１０にて、この方法は、電気通信信号を指
定の間隔にて撮像デバイス制御装置から光源制御装置に送ることを含み得る。信号は、所
定のサンプル期間にわたって光源をオフにする命令であり得、該期間中に、単一のサンプ
ルフレーム又は複数のサンプルフレームを画像センサから収集され得ることが理解されよ
う。１２０にて、撮像デバイス制御装置は、通信又はデータを画像センサから受信し得る
。データは、所定のサンプル期間中に取得される単一のフレーム又は複数のフレームのた
めに画像センサから収集され得る。データは、画像センサによって受光された量の周囲光
に関係し得る。１３０にて、撮像デバイス制御装置は、サンプルフレーム又は複数のフレ
ームを所定の又は予め定義された光閾値に照らして分析し得る。所定のサンプル期間中に
取得される単一のフレーム又は複数個のフレームを指定の所定の閾値に照らして分析する
ことが、また、図４に例示される。光源の動作は、画像センサから受信されたデータに基
づいて制御され得る。
【００１７】
　１４０にて、判定が画像デバイス制御装置によって行われる。周囲光が所定の光閾値を
上回るか又は下回る場合、２つのプロセスの１つにしたがってもよい。具体的には、画像
センサからの測定された光が所定の光閾値を下回ると判定した場合、１５０にて、画像セ
ンサは光不足の環境にあると判定する。光源が光不足の環境にあると判定したとき、その
判定は、撮像デバイスが使用中であることを表す。１５２にて、光源は動作可能な状態の
ままであって、それによって光を光不足の環境に提供する。１５４にて、所定のサンプル
期間にわたって光源がオフにされてもよく、プロセスは、再び最初から始まる。
【００１８】
　１４０にて、画像センサからの測定された光が所定の光閾値を上回ると判定した場合、
１６０にて、画像センサは光不足の環境の外側であるので画像センサが使用中ではないと
判定する。そのような状況では、１６２にて、光源がオフにされ、それによって、光源へ
の電力を制御する安全機構部を提供する。一実行例では、１６４にて、オフにされた状態
は光源の完全な電源切断であり得ることが理解されよう。別の実行例では、１６６にて、
オフにされた状態は光源への電力の低減であり得、光源は、少量の光エネルギーのみを放
出しているようになっている。先述したように、この方法は、単一のフレームに関して画
像センサから受信されたデータが所定の光閾値を上回るか又は下回るか判定するために、
秒間隔など複数間隔にてサンプリングすることを含み得る。
【００１９】
　図２及び図３をここで参照すると、一実行例では、内視鏡光源システムが立ち上がると
きのデフォルトモードは、光源がオフにされる、つまり、オフ状態になるためのものであ
ることが理解されよう。このときに、撮像デバイス制御装置は、光源制御装置と通信して
光源がオフにされている、つまり、オフ状態にあることを知る。指定の間隔にて、例えば
、３０フレーム毎になど、撮像デバイスは、単一のフレームを捕捉して、所定の光閾値に
照らして光レベルを分析する。指定の間隔は、所望の機能的な結果を生成する任意の頻度
にあり得ることを理解されたい。更に、光閾値は、画像センサによって受光された全ての
光の量と定義され得るか、又は、閾値は、画像センサ上で画素当たりに受光された光の平
均量と定義され得ることを理解されたい。
【００２０】
　光源が図２に例示するように使用中ではないと判定される場合、撮像デバイス制御装置
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は、オフ又はオフ状態のままであるための情報、命令、又はデータを光源制御装置に伝達
する。逆に、光源が図３に例示するように使用中であると判断された場合、撮像デバイス
制御装置は、オンになるための情報、命令、又はデータを光源制御装置に伝達する。光源
がオンにされると、新しいパターンが始まる。したがって、所定の指定の間隔にて、光源
は、所定のサンプル期間にわたってオフにされ、該期間中、撮像デバイスは、単一のフレ
ームを捕捉して、所定の閾値に照らして光レベルを分析する。サンプル期間は、撮像デバ
イスが１つのフレームを捕捉するのに十分に長いが、映像品質、又は、ユーザ体験に悪影
響を与えないほど短い任意の長さであり得ることが理解される。図４に最も良好に例示す
るように、画像センサから受信されたデータが所定の閾値を下回る場合、撮像デバイスは
、光源が光不足の環境において使用中であると認識し、撮像デバイス制御装置は、オンに
なるために光源制御装置と通信する。一方、画像センサから受信されたデータが所定の閾
値を上回る場合、画像デバイスは、光源が使用中ではなく、かつ、光不足の環境の外側に
あると認識し、撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために光源制御装置と通信す
る。
【００２１】
　図５をここで参照すると、光源はパルス光システムであり得る。実行例では、パルス光
システム内の光は、レーザ光から取得され得る。実行例では、パルス光システム内の光は
、１つ又は２つ以上の発光ダイオードから取得され得る。別の実行例では、光源は、一定
光システムであり得る。
【００２２】
　サンプリング間隔は先述したように３０フレーム毎であり得るか、又は、所望の結果を
提供する任意の他の頻度であり得ることが理解されよう。間隔頻度にとって「使用中」状
態及び「使用中ではない」状態中に異なり得るのは本開示の範囲内である。
【００２３】
　実行例では、カメラなど、撮像デバイスは、光源の一定の制御を提供し得る。実行例で
は、光源は、必要に応じて撮像デバイスによって変えられる規定状態を有し得る。
【００２４】
　本開示の方法及びシステムは、光源制御装置と撮像デバイス制御装置との間の通信を必
要とし得る。本開示は、また、サンプル期間中の「オフ」パルスは、「使用中」状態中に
は映像品質に悪影響を与えないほど高速である応答時間を有する光源の使用を企図してい
る。ＬＥＤ及びレーザ光源は、使用され得、一方、金属ハライド球、ハロゲン球、又は、
キセノン球は、この実行例では使用することができない。
【００２５】
　使用中、光源は、周期的な「オフ」パルスで絶えずオンに保つことができるか、又は、
光源は、図５に最も良好に例示する通常の使用中にパルス供給でオンにすることができ、
「オン」パルスが、黒フレーム分析のためにスキップされる。
【００２６】
　実行例では、光強度レベルは、「使用中ではない」状態である間に所定の安全なレベル
に低減することができる。この実行例では、立ち上げ時のデフォルトモードは、やけどの
リスクが発生しない低い光強度レベルであることもあり得る。その後、先述したように、
所定の間隔にて、サンプル期間にわたってオフにされ、このサンプルフレームが分析され
る。結果が「使用中ではない」場合、光は前回の安全なレベルにて再びオンにされ、パタ
ーンを繰り返す。結果が「使用中」である場合、より高い機能レベルにてオンにされる。
【００２７】
　実行例では、光は、白色光よりもむしろ（ＲＢＧ、又は、ＹＣｂＣｒを含むがこれらに
限定されない）特定の色のパルス光であることもあり得る。この実行例では、先に説明し
た同じ技術を用いて、「使用中」のパルス着色光から「使用中ではない」間のパルス又は
一定の白色光に変化することが望ましくあり得る。立ち上げ時のデフォルトモードは、低
いレベルのパルス又は一定の白色光であることもあり得る。その後、先述したように、所
定の間隔にて、サンプル期間にわたってオフにされ、このサンプルフレームが分析される
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。結果が「使用中ではない」場合、白色光は前回の安全なレベルにて再びオンにされ、パ
ターンを繰り返す。結果が「使用中」である場合、パルス色パターンが開始される。
【００２８】
　実行例では、システムは、周期的な黒フレームを提供する機械式シャッタで一定のオン
状態に保たれる光源で構成され得る。このシャッタは、必要とされる光源の撮像デバイス
制御がないように撮像デバイスによって制御され得る。このシャッタは、内視鏡の光源か
ら遠位先端までの光路内の任意の接続部に設置されることもあり得る。この実行例では、
光源が高速応答時間を有する要件がないので光源技術に関する制限がない。その代わりに
、この機械式シャッタは、サンプル期間中の「オフ」パルスは、「使用中」状態中には映
像品質に悪影響を与えないほど高速である応答時間を必要とする。
【００２９】
　任意の実行例では、視覚信号又は可聴信号が、ユーザにシステムが「使用中」の状態で
あるか、又は、「使用中ではない」状態であるかを知らせるために与えられることもあり
得る。あるいは、信号は、いつ、状態が「使用中」から「使用中ではない」に、又は、「
使用中ではない」から「使用中に」変わるか、又はその両方をユーザに知らせることもあ
り得る。
【００３０】
　黒のフレームは、ビデオ出力を破壊することになる。画像処理中、黒のフレームは、除
去することができ、前フレームをその代わりに表示することができる。逆に、黒のフレー
ムの前及び／又は後の複数のフレームは、代替フレームを構築するために使用することが
できる。
【００３１】
　図６をここで参照すると、光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御する方
法が例示されている。システムは、撮像デバイス制御装置２２０を含む撮像デバイス２０
０と、光源制御装置２３０を含む光源と、画像センサ２４０とを含み得る。撮像デバイス
制御装置は、システムに、以下のプロセス、即ち、電気通信信号を指定の間隔にて光源制
御装置に送ることと、電気通信信号に基づいて所定のサンプル期間にわたって光源をオフ
にすることと、所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームのためのデータを画像
センサから収集することであつて、データは、画像センサによって受光された周囲光の量
に関する、ことと、所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームを指定の所定の閾
値に照らして分析することと、画像センサから受信されたデータに基づいて光源の動作を
制御することと、を実行させ得ることが理解されよう。
【００３２】
　本開示は、本開示の範囲から逸脱することなく、ＣＭＯＳ画像センサであるか、電荷結
合素子画像センサであるかを問わず、任意の画像センサと共に使用され得ることが理解さ
れよう。更に、画像センサは、本開示の範囲から逸脱することなく、内視鏡の先端、撮像
デバイス又はカメラのハンドピース、制御ユニット、又は、システムにおける任意の他の
場所を含むがこれらに限定されず、システム全体における任意の場所内に位置し得る。
【００３３】
　本開示によって利用され得る画像センサの実行例としては、以下が挙げられるがこれら
に限定されず、以下は、単に、本開示によって利用され得る様々な形式のセンサの実施例
である。
【００３４】
　図７Ａ及び図７Ｂをここで参照すると、図は、本開示の教示及び原理による、３次元画
像を生成する複数の画素アレイを有するモノリシックセンサ７００の実行例の、それぞれ
、斜視図及び側面図を例示する。そのような実行例は、３次元画像捕捉に望ましくもので
あり得、２つの画素アレイ７０２及び７０４は、使用中に偏位され得る。別の実行例では
、第１の画素アレイ７０２及び第２の画素アレイ７０４は、電磁放射線の所定の範囲の波
長を受信するため専用であり得、第１の画素アレイ７０２は、第２の画素アレイ７０４と
異なる範囲の波長の電磁放射線専用である。
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【００３５】
　図８Ａ及び８Ｂは、複数の基材上に構築された画像センサ８００の実行例の斜視図及び
側面図を、それぞれ、示す。例示するように、画素アレイを形成する複数の画素列８０４
が、第１の基板８０２上に位置し、複数の回路列８０８が第２の基板８０６上に位置する
。また、１つの画素列と、関連の又は対応する回路列との間の電気的接続及び通信が、図
で例示されている。一実行例では、その他の方法であれば画素アレイ及び支援回路が単一
のモノリシック基板／チップ上にある状態で製造されることがあり得る画像センサが、画
素アレイが支援回路の全て又は大部分から分離され得る。本開示は、３次元スタッキング
技術を用いて共にスタッキングされることになる少なくとも２つの基板／チップを使用し
得る。２つの基板／チップのうち第１の基板／チップ８０２は、画像ＣＭＯＳプロセスを
用いて処理され得る。第１の基板／チップ８０２は、もっぱら画素アレイ、又は、有限の
回路によって取り囲まれた画素アレイのどちらかで構成され得る。第２の又はその後の基
板／チップ８０６は、任意のプロセスを用いて処理され得、かつ、画像ＣＭＯＳプロセス
によるものである必要はない。第２の基板／チップ８０６は、様々な及びいくつかの機能
を基板／チップ上の非常に限られた空間又は領域内に一体化するために、高密度なプロセ
ス、又は、例えば正確なアナログ機能を一体化するために、混合モード又はアナログプロ
セス、又は、無線能力を実行するために、ＲＦプロセス、又は、ＭＥＭＳデバイス置を一
体化するために、ＭＥＭＳ（微小電気機械システム）であり得るがこれらに限定されるも
のではない。画像ＣＭＯＳ基板／チップ８０２は、任意の３次元技術を用いて第２又はそ
の後の基板／チップ８０６とスタッキングされ得る。第２の基板／チップ８０６は、（モ
ノリシック基板／チップ上に実装された場合には）周辺回路としてその他の方法で第１の
画像ＣＭＯＳチップ８０２内で実装されたと思われる回路の大半つまり大部分を支持し得
、したがって、システム領域全体が増大されると同時に、画素アレイサイズを一定に、か
つ、可能な限りの範囲まで最適化された状態に保ち得る。２つの基板／チップ間の電気的
接続は、ワイヤボンド、バンプ及び／又はＴＳＶ（シリコンバイアを介して）であり得る
インタコネクト８０３及び８０５を介して行われ得る。
【００３６】
　図９Ａ及び図９Ｂは、３次元画像を生成する複数の画素アレイを有する画像センサ９０
０の実行例の図を例示する。３次元画像センサは、複数の基板上に構築され得、かつ、複
数の画素アレイ及び他の関連の回路を含み得、第１の画素アレイを形成する複数の画素列
９０４ａ及び第２の画素アレイを形成する複数の画素列９０４ｂは、それぞれの基板９０
２ａ及び９０２ｂ上に位置し、複数の回路列９０８ａ及び９０８ｂは、別個の基板９０６
上に位置する。画素列と、関連の又は対応する回路列との間の電気的接続及び通信も例示
されている。
【００３７】
　本開示の教示及び原理は、本開示の範囲から逸脱することなく再使用可能装置プラット
フォーム、限定的使用装置プラットフォーム、再配置可能使用装置プラットフォーム、又
は、１回使い切り／使い捨て装置プラットフォームにおいて使用され得ることが理解され
よう。再使用可能装置プラットフォームでは、エンドユーザが、装置の洗浄及び滅菌を担
当することが理解されよう。限定的使用装置プラットフォームでは、装置は、操作不能に
なる前にある程度の指定の時間量にわたって使用することができる。典型的な新しい装置
は、エンドユーザが洗浄及び殺菌することを必要する更なる使用で無菌で供給される。再
配置可能使用装置プラットフォームでは、第三者が、装置を新しいユニットよりも低コス
トでの更なる使用のために１回使い切り装置に再処理（例えば、洗浄、包装、及び殺菌）
し得る。１回使い切り／使い捨て装置プラットフォームでは、装置は、手術室に無菌で提
供されて、処分される前に１回のみ使用される。
【００３８】
　更に、本開示の教示及び原理は、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、及びＸ線など、可
視及び非可視スペクトルを含む電子エネルギーのありとあらゆる波長を含み得る。
【００３９】



(15) JP 2016-518167 A 2016.6.23

10

20

30

40

50

　先の説明は、例示及び説明を目的として提示したものである。網羅的であること、及び
、開示した正確な形態に本開示を制限することを目的とするものではない。上記の教示に
照らして多くの改変及び変形が可能である。更に、上述した代替実行例のいずれか又は全
ては、本開示の更なるハイブリッド実行例を形成するために望まれる任意の組合せで使用
され得ることに注意されたい。
【００４０】
　更に、本開示の特定の実行例を説明及び例示してきたが、本開示は、そのように説明及
び例示した部品の特定の形態及び構成に限定されるべきではない。本開示の範囲は、本明
細書に添付した特許請求の範囲、本明細書で提起する任意の今後の特許請求の範囲によっ
て、及び、異なる出願、及び、均等物で定義されるべきである。
【００４１】
〔実施の態様〕
（１）　光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御する方法であって、
　電気通信信号を指定の間隔にて撮像デバイス制御装置から光源制御装置に送ることと、
　前記電気通信信号に基づいて所定のサンプル期間にわたって光源をオフにすることと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームのためのデータを画像センサか
ら収集することであって、前記データは、前記画像センサによって受光された周囲光の量
に関する、ことと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される前記単一のフレームを指定の所定の閾値に照ら
して分析することと、
　前記画像センサから受信された前記データに基づいて前記光源の動作を制御することと
、を含む、方法。
（２）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定され
た場合、前記光源は、使用中であり、かつ、光不足の環境にあると認識される、実施態様
１に記載の方法。
（３）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定され
たときに、前記光源は、動作可能な状態のままであって、それによって光を前記光不足の
環境に供給する、実施態様２に記載の方法。
（４）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定され
た場合、前記光源は、使用中ではなく、かつ、光不足の環境の外側にあると認識される、
実施態様１に記載の方法。
（５）　前記光源は、オフにされ、それによって、前記光源への電力を制御する安全機構
部を提供する、実施態様４に記載の方法。
【００４２】
（６）　前記オフにされた状態は、前記光源の完全な電源切断である、実施態様５に記載
の方法。
（７）　前記オフにされた状態は、前記光源への電力の低減である、実施態様５に記載の
方法。
（８）　前記光源は、オンにされ、前記光強度は、安全なレベルに低減される、実施態様
４に記載の方法。
（９）　前記方法は、第２の単一のフレームに関して前記画像センサから受信されたデー
タが前記所定の閾値を上回るか又は下回るかを判定するために第２の間隔にてサンプリン
グすることを更に含む、実施態様１に記載の方法。
（１０）　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源が
オフにされるためのものである、実施態様１に記載の方法。
【００４３】
（１１）　前記撮像デバイス制御装置は、前記光源制御装置と通信して、前記光源がオフ
であることがわかる、実施態様１０に記載の方法。
（１２）　指定の間隔にて、前記撮像デバイスは、前記単一のフレームを捕捉して、前記
所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態様１１に記載の方法。
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（１３）　前記閾値は、前記画像センサによって受光された全ての光の量である、実施態
様１２に記載の方法。
（１４）　前記閾値は、画素当たりに受光された光の量の平均である、実施態様１２に記
載の方法。
（１５）　前記光源が使用中ではないと判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、
オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、実施態様１０に記載の方法。
【００４４】
（１６）　前記光源が使用中であると判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オ
ンになるために前記光源制御装置と通信する、実施態様１０に記載の方法。
（１７）　前記光源がオンにされると、新しいパターンが始まり、所定の指定の間隔にて
前記光源が所定のサンプル期間にわたってオフにされ、前記撮像デバイスは、単一のフレ
ームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態様１６に記
載の方法。
（１８）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前
記撮像デバイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デ
バイス制御装置は、オンになるために前記光源制御装置と通信する、実施態様１７に記載
の方法。
（１９）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前
記画像デバイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると
認識して、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通
信する、実施態様１７に記載の方法。
（２０）　前記光源は、パルス光システムである、実施態様１に記載の方法。
【００４５】
（２１）　前記パルス光システム内の前記光は、レーザ光から取得される、実施態様２０
に記載の方法。
（２２）　前記パルス光システム内の前記光は、１つ又は２つ以上の発光ダイオードから
取得される、実施態様２０に記載の方法。
（２３）　前記パルス光システム内の前記光は、様々な特定の色を含む、実施態様２０に
記載の方法。
（２４）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定さ
れた場合、前記光源は、使用中ではなく、かつ、光不足の環境の外側にあると認識される
、実施態様２３に記載の方法。
（２５）　光出力は、低輝度レベルにてパルス白色光に変えられる、実施態様２４に記載
の方法。
【００４６】
（２６）　前記光源は、一定光システムである、実施態様１に記載の方法。
（２７）　データがサンプリングされる前記間隔の頻度は、使用中の状態中において、使
用中ではない状態中とは異なる、実施態様２に記載の方法。
（２８）　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源が
オンにされるためのものである、実施態様１に記載の方法。
（２９）　所定の指定の間隔にて、前記撮像デバイス制御装置は、所定のサンプル期間に
わたって前記光源をオフにするために前記光源制御装置と通信し、前記撮像デバイスは、
単一のフレームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態
様２８に記載の方法。
（３０）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前
記撮像デバイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デ
バイス制御装置は、デフォルトオンモード（default on mode）に戻るために前記光源制
御装置と通信する、実施態様２９に記載の方法。
【００４７】
（３１）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前
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記画像デバイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると
認識して、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通
信する、実施態様２９に記載の方法。
（３２）　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの現状に関す
る情報を提供する、実施態様１に記載の方法。
（３３）　前記情報は、視覚的に提供される、実施態様３２に記載の方法。
（３４）　前記情報は、聞き取れるように提供される、実施態様３２に記載の方法。
（３５）　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの前記状態の
変化に関する情報を提供する、実施態様１に記載の方法。
【００４８】
（３６）　前記情報は、視覚的に提供される、実施態様３５に記載の方法。
（３７）　前記情報は、聞き取れるように提供される、実施態様３５に記載の方法。
（３８）　光制御された環境において内視鏡光源への電力を制御するシステムであって、
　撮像デバイス制御装置を含む撮像デバイスと、
　光源制御装置を含む光源と、
　画像センサと、を備え、
　前記撮像デバイス制御装置は、前記システムに前記以下のプロセス、即ち、
　電気通信信号を指定の間隔にて光源制御装置に送ることと、
　前記電気通信信号に基づいて所定のサンプル期間にわたって前記光源をオフにすること
と、
　前記所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームのためのデータを前記画像セン
サから収集することであって、前記データは、前記画像センサによって受光された周囲光
の量に関する、ことと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される前記単一のフレームを指定の所定の閾値に照ら
して分析することと、
　前記画像センサから受信された前記データに基づいて前記光源の動作を制御することと
、を実行させる、システム。
（３９）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定さ
れた場合、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中であり、かつ、光不足
の環境にあると認識される、実施態様３８に記載のシステム。
（４０）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定さ
れたときに、前記光源は、動作可能な状態のままであって、それによって光を前記光不足
の環境に提供する、実施態様３９に記載のシステム。
【００４９】
（４１）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定さ
れた場合、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中ではなく、かつ、光不
足の環境の外側にあると認識される、実施態様３８に記載のシステム。
（４２）　前記光源は、オフにされ、それによって、前記光源への電力を制御する安全機
構部を提供する、実施態様４１に記載のシステム。
（４３）　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源が
オンにされるためのものである、実施態様３８に記載のシステム。
（４４）　所定の指定の間隔にて、前記撮像デバイス制御装置は、所定のサンプル期間に
わたって前記光源をオフにするために前記光源制御装置と通信し、前記撮像デバイスは、
単一のフレームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態
様４３に記載のシステム。
（４５）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前
記撮像デバイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デ
バイス制御装置は、デフォルトオンモードに戻るために前記光源制御装置と通信する、実
施態様４４に記載のシステム。
【００５０】
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（４６）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前
記画像デバイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると
認識して、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通
信する、実施態様４４に記載のシステム。
（４７）　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源が
オフにされるためのものである、実施態様３８に記載のシステム。
（４８）　前記撮像デバイス制御装置は、前記光源制御装置と通信して、前記光源がオフ
であることがわかる、実施態様４７に記載のシステム。
（４９）　指定の間隔にて、前記撮像デバイスは、前記単一のフレームを捕捉して、前記
所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態様４８に記載のシステム。
（５０）　前記閾値は、前記画像センサによって受光された全ての光の量である、実施態
様４９に記載のシステム。
【００５１】
（５１）　前記閾値は、画素当たりに受光された光の量の平均である、実施態様４９に記
載のシステム。
（５２）　前記光源が使用中ではないと判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、
オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、実施態様４７に記載のシステム。
（５３）　前記光源が使用中であると判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オ
ンになるために前記光源制御装置と通信する、実施態様４７に記載のシステム。
（５４）　前記光源がオンにされると、新しいパターンが始まり、所定の指定の間隔にて
前記光源が所定のサンプル期間にわたってオフにされ、前記撮像デバイスは、単一のフレ
ームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態様５３に記
載のシステム。
（５５）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前
記撮像デバイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デ
バイス制御装置は、オンになるために前記光源制御装置と通信する、実施態様５４に記載
のシステム。
【００５２】
（５６）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前
記画像デバイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると
認識して、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通
信する、実施態様５４に記載のシステム。
（５７）　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの現状に関す
る情報を提供する、実施態様３８に記載のシステム。
（５８）　前記情報は、視覚的に提供される、実施態様５７に記載のシステム。
（５９）　前記情報は、聞き取れるように提供される、実施態様５７に記載のシステム。
（６０）　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの前記状態の
変化に関する情報を提供する、実施態様３８に記載のシステム。
【００５３】
（６１）　前記情報は、視覚的に提供される、実施態様６０に記載のシステム。
（６２）　前記情報は、聞き取れるように提供される、実施態様６０に記載のシステム。
（６３）　光制御された環境において機械式シャッタを制御する方法であって、
　システムを提供することであって、前記システムは、
　　撮像デバイス制御装置を含む撮像デバイスと、
　　光源と、
　　画像センサと、
　　光路内に設置された機械式シャッタと、を含む、ことと、
　電気通信信号を指定の間隔にて前記制御装置から前記機械式シャッタに送ることと、
　前記機械式シャッタを閉じて、前記電気通信信号に基づいて所定のサンプル期間にわた
って光が通過することを防止することと、
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　前記所定のサンプル期間中に取得される単一のフレームのためのデータを前記画像セン
サから収集することであって、前記データは、前記画像センサによって受光された周囲光
の量に関する、ことと、
　前記所定のサンプル期間中に取得される前記単一のフレームを指定の所定の閾値に照ら
して分析することと、
　前記画像センサから受信された前記データに基づいて前記機械式シャッタの動作を制御
することと、を含む、方法。
（６４）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定さ
れた場合、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中であり、かつ、光不足
の環境にあると認識される、実施態様６３に記載の方法。
（６５）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回ると測定さ
れたときに、前記シャッタは、開き、それによって光を前記光不足の環境に提供する、実
施態様６４に記載の方法。
【００５４】
（６６）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回ると測定さ
れた場合、前記光源は、前記撮像デバイス制御装置によって使用中ではなく、かつ、光不
足の環境の外側にあると認識される、実施態様６３に記載の方法。
（６７）　前記シャッタは、閉鎖状態に保たれ、それによって、光が内視鏡の遠位端に到
達するのを制限する安全機構部を提供する、実施態様６６に記載の方法。
（６８）　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの現状に関す
る情報を提供する、実施態様６３に記載の方法。
（６９）　前記情報は、視覚的に提供される、実施態様６８に記載の方法。
（７０）　前記情報は、聞き取れるように提供される、実施態様６８に記載の方法。
【００５５】
（７１）　前記システムと通信する前記制御装置は、ユーザに前記システムの前記状態の
変化に関する情報を提供する、実施態様６３に記載の方法。
（７２）　前記情報は、視覚的に提供される、実施態様７１に記載の方法。
（７３）　前記情報は、聞き取れるように提供される、実施態様７１に記載の方法。
（７４）　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源が
オンにされるためのものである、実施態様６３に記載の方法。
（７５）　所定の指定の間隔にて、前記撮像デバイス制御装置は、所定のサンプル期間に
わたって前記光源をオフにするために前記光源制御装置と通信し、前記撮像デバイスは、
単一のフレームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態
様７４に記載の方法。
【００５６】
（７６）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前
記撮像デバイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デ
バイス制御装置は、デフォルトオンモードに戻るために前記光源制御装置と通信する、実
施態様７５に記載の方法。
（７７）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前
記画像デバイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると
認識して、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通
信する、実施態様７５に記載の方法。
（７８）　前記内視鏡光源システムが立ち上がるときのデフォルトモードは、前記光源が
オフにされるためのものである、実施態様６３に記載の方法。
（７９）　前記撮像デバイス制御装置は、前記光源制御装置と通信して、前記光源がオフ
であることがわかる、実施態様７８に記載の方法。
（８０）　指定の間隔にて、前記撮像デバイスは、前記単一のフレームを捕捉して、前記
所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態様７９に記載の方法。
【００５７】
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（８１）　前記閾値は、前記画像センサによって受光された全ての光の量である、実施態
様８０に記載の方法。
（８２）　前記閾値は、画素当たりに受光された光の量の平均である、実施態様８０に記
載の方法。
（８３）　前記光源が使用中ではないと判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、
オフのままであるために前記光源制御装置と通信する、実施態様７８に記載の方法。
（８４）　前記光源が使用中であると判定される場合、前記撮像デバイス制御装置は、オ
ンになるために前記光源制御装置と通信する、実施態様７８に記載の方法。
（８５）　前記光源がオンにされると、新しいパターンが始まり、所定の指定の間隔にて
前記光源が所定のサンプル期間にわたってオフにされ、前記撮像デバイスは、単一のフレ
ームを捕捉して、前記所定の閾値に照らして前記光レベルを分析する、実施態様８４に記
載の方法。
【００５８】
（８６）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を下回る場合、前
記撮像デバイスは、前記光源が光不足の環境において使用中であると認識し、前記撮像デ
バイス制御装置は、オンになるために前記光源制御装置と通信する、実施態様８５に記載
の方法。
（８７）　前記画像センサから受信された前記データが前記所定の閾値を上回る場合、前
記画像デバイスは、前記光源が使用中ではなく、かつ、前記光不足の環境の外側にあると
認識して、前記撮像デバイス制御装置は、オフのままであるために前記光源制御装置と通
信する、実施態様８５に記載の方法。

【図１】 【図２】
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